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序にかえて 

 

 

 日本の高齢化率は，2060 年には約 4 割に達すると見込まれている。この時点での認知症の

人の将来推計値は約 1,200 万人であるから，その家族を含めれば 2,000 万人～3,000 万人の国

民に影響が及ぶことになる。これは極めて深刻な事態である。介護保険制度の改正は 2025

年を踏まえて行われたが，その時の認知症の人の数は 730 万人とされ，新オレンジプランに

より施策が進められているが，2025 年はわずか 9 年後である。対策を急がなければならない。 

 こうした中で，東京センターにおいては，平成 27 年度，「認知症の人，本人の視点を重視

した地域ケアの質の向上と推進」をビジョンとして，研究・研修・普及・広報に力点を置い

て事業を展開してきた。 

 研究部門においては，「自治体・地域」が主たるテーマであった。認知症施策を円滑かつ効

果的に推進するためには，地域の実情に応じて自治体行政が，どのような方針・戦略をもっ

て企画立案・実行していくかが極めて重要となる。また，それに呼応して地域の住民活動を

はじめとする様々な社会資源がどのような連携を図るかも認知症施策の実効を期すためのポ

イントとなる。この際，要となる人材が認知症地域支援推進員である。そのため，推進員の

効果的な活動と地域資源ネットワーク構築の促進に関する研究を実施し，研究成果を普及し

た。また，社会問題化している「認知症の人の行方不明を防ぎ安心して外出できる町づくり

のあり方」について研究し全国フォーラムとして報告した。更に「BPSD の予防・軽減に資

する効果的実践事例の収集方法に関する研究」を実施した。「認知症の人に対する適切な医

療・ケアを目指して経年的に情報を蓄積する全国的な情報登録・連携システム」を構築する

ためのソフト開発・検証を行った。 

 研修部門では，センター創設以来続けている認知症介護指導者研修を実施し，平成 27 年度

末で累計 779 人の修了生を輩出した。認知症地域支援推進員研修は，平成 23 年度から開始さ

れているが，27 年度末で累計 3,390 人の受講者が研修を修了し地域で活躍している。このほ

か，随時セミナー等の開催により認知症ケアの普及に努めた。 

 なお，熊本地方の大震災においては，センターの修了生を中心として積極的な救援活動が

行われたことは特筆に値することであった。また，27 年度は当センター設置主体である社会

福祉法人浴風会 90 周年に当たり，杉並区民・関係者の参加を得たセシオン杉並における講演

会・シンポジウムの開催に中心的な役割を果たした。 

 このほか，新オレンジプランの「認知症の人の生活を支える介護の提供（良質な介護を担

う人材の確保）」の一環として新任の介護職員等が認知症介護に最低限必要な知識・技能を e

ラーニングも活用して修得できる基礎研修を平成 28 年度から導入するための研究・教材開

発・試行を 3 センター共同で行った。 

 今後も，センターにおいては，新オレンジプランを踏まえた，研究・研修・普及・広報事

業を進め，仙台と大府の両センターと連携を図りながら認知症ケアに取り組んで参りたい。 
 

 

 

2016 年 7 月 

社会福祉法人浴風会 認知症介護研究・研修東京センター 

センター長  京 極 髙 宣 
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